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共
に
働
く

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
共
に

継
続
し
て
働
く
」
こ
と
は
、
共
生
社

会
を
作
る
大
き
な
要
素
で
す
が
、
果

た
し
て
日
本
社
会
に
定
着
し
て
い
る

か
、
も
し
く
は
定
着
す
る
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
人
を
、

障
害
者
雇
用
の
人
数
に
カ
ウ
ン
ト
し

た
り
、
雇
用
す
る
よ
り
も
罰
金
を
払

う
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
企
業
が
対

象
企
業
の
半
数
以
上
で
あ
っ
た
り
、

雇
用
し
た
は
い
い
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
成
立
せ
ず
に
う
ま
く
定
着

し
て
い
な
い
企
業
や
機
関
も
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
罰
則
の
あ
る
法
定
雇

用
率
を
示
し
て
促
進
さ
せ
る
も
の
な

の
か
、
今
号
で
は
「
共
に
継
続
し
て

働
く
」
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
障
害
者
雇
用
に
関

す
る
現
状
が
ど
の
よ
う
な
背
景
で
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
説
明

し
ま
す
。

障
害
者
権
利
条
約

２
０
０
６
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
障
害
者
権
利
条
約
で
の
第
二
十
七

条
に
は
、「
労
働
及
び
雇
用
」
の
項

目
が
あ
り
、
左
記
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
締
約
国
は
、
障
害
者
が
他
の
者

と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
労
働
に
つ

い
て
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め

る
。
こ
の
権
利
に
は
、
障
害
者
に
対

し
て
開
放
さ
れ
、
障
害
者
を
包
容

し
、
及
び
障
害
者
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
労
働
市
場
及
び
労
働
環
境

に
お
い
て
、
障
害
者
が
自
由
に
選
択

し
、
又
は
承
諾
す
る
労
働
に
よ
っ
て

生
計
を
立
て
る
機
会
を
有
す
る
権
利

を
含
む
。
締
約
国
は
、
特
に
次
の
こ

と
の
た
め
の
適
当
な
措
置（
立
法
に

よ
る
も
の
を
含
む
。）を
と
る
こ
と
に

よ
り
、
労
働
に
つ
い
て
の
障
害
者（
雇

用
の
過
程
で
障
害
を
有
す
る
こ
と
と

な
っ
た
者
を
含
む
。）の
権
利
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
、
及
び
促
進

す
る
。」

障
害
者
雇
用
促
進
法

ま
た
国
内
の
障
害
者
雇
用
促
進
法

で
は
、
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
制
度

と
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
定
雇
用
率
制
度
で
は
現
在
、

45
・
５
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
民

間
企
業
に
は
、
２
・
２
％
、
官
公
庁
に

は
２
・
５
％
を
義
務
付
け
て
お
り
、
21

年
の
４
月
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
0
・
１
％

ず
つ
高
く
な
り
ま
す
。

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
お
い

て
は
、
常
時
１
０
０
人
を
超
え
る
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、

法
定
雇
用
率
が
下
回
っ
て
い
る
場

合
、
一
人
あ
た
り
月
額
４
～
５
万
円

を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

反
対
に
、
定
め
ら
れ
た
法
定
雇

用
率
よ
り
も
実
際
の
障
害
者
の
雇
用

率
が
上
回
っ
て
い
る
場
合
、
１
０
０

名
以
上
の
労
働
者
が
い
る
機
関
の
事

業
主
に
は
、
超
過
一
人
当
た
り
月
額

２
万
７
０
０
０
円
、
１
０
０
名
以
下

で
は
２
万
１
０
０
０
円
が
障
害
者
雇

用
調
整
金
及
び
報
奨
金
と
し
て
独
立

行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
か
ら
支
払
わ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
の
現
状

次
に
障
害
者
雇
用
の
現
状
を
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
令
和
元
年
版
の「
障

害
者
白
書
」
に
よ
る
と
、
18
年
６
月

１
日
現
在
の
民
間
企
業
に
お
け
る
雇

用
障
害
者
数
は
、
53
万
４
７
６
９
・
５

人
で
、
前
年
か
ら
１
・
07
倍
、
15
年

連
続
で
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
身
体
障
害
者
が

34
万
６
２
０
８
人
、
知
的
障
害
者
が

１
万
２
１
６
６
・
５
人
、
精
神
障
害
者

が
６
万
７
３
９
５
人
で
、
い
ず
れ
も

前
年
度
よ
り
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い

る
企
業
は
45
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。図

１　

民
間
企
業
に
お
け
る
障
害

者
の
雇
用
状
況

官
公
庁
の
現
状

国
の
43
機
関
で
は
、
実
雇
用
率
が

１
・
22
％
、
達
成
割
合
は
18
．
６
％
、

雇
用
０
人
と
い
う
機
関
が
３
か
所
と

な
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
１
６
１
の
機
関
で
は
、

99
が
達
成
し
、
達
成
率
が
61
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
区
町
村
の
２
４
７
０
機
関
で

は
、
１
７
１
８
機
関
が
達
成
し
て
お

継続して働くを考える
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り
69
・
６
％
の
達
成
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
例
子
会
社
制
度

特
例
子
会
社
制
度
は
、
障
害
者
の

雇
用
促
進
及
び
安
定
を
図
る
た
め
に

で
き
た
制
度
で
、
障
害
者
雇
用
に
特

別
に
配
慮
し
た
子
会
社
を
設
立
し
、

左
記
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
そ
の
子

会
社
に
雇
用
さ
れ
た
人
を
親
会
社

に
雇
用
さ
れ
た
と
み
な
し
、
障
害
者

雇
用
率
に
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
条
件
と
は
、

・
親
会
社
が
そ
の
子
会
社
の
意

思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る

・
両
社
の
関
係
が
緊
密
で
あ
る

・
そ
の
子
会
社
に
雇
用
さ
れ
る
障
害

者
が
５
人
以
上
で
全
従
業
員
に
占
め

る
割
合
が
20
％
以
上

な
ど
で
す
。

支
援
の
政
策

公
的
機
関
の
障
害
者
へ
の
地
域
に

お
け
る
就
労
支
援
と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
専
用
窓
口

に
お
い
て
、
求
職
登
録
の
後
に
、
技

能
、
適
性
、
知
識
、
希
望
職
種
、
身

体
能
力
に
基
づ
き
、
職
業
相
談
を
行

い
、
安
定
し
た
職
場
定
着
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る

地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
職
の
「
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
に
よ
り
、
職
業
評
価
、
職
業

指
導
か
ら
就
職
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

に
至
る
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
19
年
４
月
現
在
、
全
国
各

地
に
３
３
４
か
所
あ
り
、
就
業
・
生

活
両
面
か
ら
障
害
者
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
雇
用
さ
れ

る
障
害
者
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

に
比
例
し
て
、
職
場
へ
の
定
着
支
援

も
同
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

就
労
移
行
支
援

福
祉
就
労
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移

行
を
希
望
す
る
人
へ
の
支
援
と
し

て
、
Ａ
型
の
支
援
と
、
Ｂ
型
の
支
援

が
あ
り
ま
す
。

Ａ
型
は
、
雇
用
契
約
に
基
づ
き
、

継
続
的
に
就
労
す
る
こ
と
が
可
能
な

人
へ
、
各
種
就
労
に
必
要
な
訓
練
を

行
う
と
共
に
、
一
般
就
労
に
向
け
た

支
援
や
職
場
へ
の
定
着
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｂ
型
は
、
通
常
の
事
業
所
へ
の
継

続
雇
用
が
困
難
だ
っ
た
人
に
、
生
産

活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
提
供

し
、
一
般
就
労
に
向
け
た
支
援
や
職

場
定
着
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

障
害
特
性
に
応
じ
た
支
援

精
神
障
害
、
発
達
障
害
、
難
病

等
、
今
ま
で
は
支
援
が
定
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
障
害
、
難
病
に
関
し
て
も
、

支
援
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
通
勤
の
困
難
さ
が
あ
る
人
た
ち

に
対
し
て
在
宅
就
業
に
関
し
て
の
支

援
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
書
籍

大
型
書
店
に
行
き
、
障
害
者
雇
用

に
つ
い
て
の
書
籍
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

約
20
種
類
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、「
障
害
者

雇
用
の
現
状
」、「
障
害
別
の
特
徴
」、

「
受
け
入
れ
機
関
の
事
例
」、「
地
域

の
支
援
機
関
に
つ
い
て
」、「
採
用
活

動
」、「
助
成
金
の
活
用
」、「
採
用
後

の
定
着
に
関
し
て
」
な
ど
で
、
多
く

の
書
籍
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集

今
回
の
特
集
で
は
、
在
宅
勤
務
を

推
奨
す
る
特
例
子
会
社
で
あ
る
「
沖

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ル
」、
就
職
・
定
着
を
Ｉ

Ｔ
機
器
の
側
面
か
ら
支
援
す
る
「
東

京
都
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
を
実
践

す
る
「
京
丸
園
」
を
紹
介
、
そ
し
て

後ご
と
う藤
芳よ
し
か
ず一
さ
ん
の
「
●
●
」
を
通
じ

て
、
定
着
す
る
障
害
者
雇
用
と
は
？

を
、
共
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。星ほ

し
か
わ
や
す
ゆ
き

川
安
之

参
考
文
献

　

令
和
元
年
版
障
害
者
白
書

https://w
w
w
8.cao.go.jp/shougai/

w
hitepaper/r01hakusho/zenbun/

pdf/s2_2-1.pdf

特集：共に働く
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パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
は
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
生

活
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
文
字
を

音
声
や
点
字
に
、
音
声
を
文
字
に
変

換
で
き
る
こ
と
が
視
覚
や
聴
覚
に
障

害
の
あ
る
人
の
便
利
さ
に
繋
が
っ
た

の
で
す
。
さ
ら
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

発
達
で
多
様
な
入
力
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
、
仕
事
を
す
る
場
所
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
本
社
の
津
田
で
す
。
荒
木
さ
ん
、

山
崎
さ
ん
、宮
本
さ
ん
、Ａ
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
の
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
い
の
で
、
会
議
室
３
番
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」。
呼
ば
れ

た
３
名
は
、
特
例
子
会
社
沖
ワ
ー
ク

ウ
ェ
ル
の
社
員
で
す
が
、
荒
木
さ
ん

は
山
形
県
、
山
崎
さ
ん
は
北
海
道
、

宮
本
さ
ん
は
兵
庫
県
に
在
住
。
自
宅

の
仕
事
部
屋
で
、
毎
朝
９
時
に
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ソ
フ
ト
、
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
に
つ
な
い
で
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
の
で
す
。
３
人
が
集

ま
る
の
は
パ
ソ
コ
ン
上
の
会
議
室
、

ソ
フ
ト
に
９
つ
あ
る
会
議
室
か
ら
、

指
定
さ
れ
た
３
番
を
選
択
す
る
だ
け

で
、
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
社
に
は
、
現
在
84
名
の
社
員
が

在
籍
し
、
そ
の
内
障
害
の
あ
る
社
員

が
69
名
、
内
訳
は
、
肢
体
不
自
由
50

名
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
各
１
名
、
知

的
障
害
12
名
、
内
部
障
害
３
名
、
精

神
障
害
２
名
で
、
そ
の
内
、
在
宅
勤

務
は
肢
体
不
自
由
48
名
、
内
部
障
害

３
名
、
計
51
名
、
全
体
の
61
％
に
当

た
り
ま
す
。

特
例
子
会
社
で
も
「
通
勤
で
き
る

こ
と
」
を
、
採
用
の
条
件
に
す
る
会

社
が
多
い
の
で
す
が
、
同
社
で
は
在

宅
勤
務
を
推
奨
し
、
採
用
し
て
い

ま
す
。同
社
の
在
宅
勤
務
者
の
中
に

は
、重
度
の
障
害
が
あ
る
人
が
多
く
、

パ
ソ
コ
ン
へ
の
入
力
も
、
口
に
く
わ

え
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を

う
っ
た
り
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
型
の

マ
ウ
ス
や
、
視
線
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

も
の
を
使
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

１
９
９
６
年
、
親
会
社
で
あ
る
沖

電
気
工
業（
株
）
は
、
社
会
貢
献
活

動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
当
時
、
企

業
の
社
会
貢
献
活
動
と
い

う
と
、
本
業
以
外
で
の
活

動
が
メ
イ
ン
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
同

社
は
そ
れ
に
異
を
唱
え
、

自
社
の
強
み
で
あ
る
Ｉ
Ｔ

を
活
用
す
る
こ
と
と
、
障

害
者
雇
用
を
合
わ
せ
、
特

例
子
会
社
を
設
立
さ
せ
た
の
で
す
。

当
時
の
特
例
子
会
社
の
多
く
は
、
通

勤
で
き
る
こ
と
を
採
用
条
件
に
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

「
通
勤
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
職
場

を
自
宅
に
も
っ
て
い
け
ば
良
い
」
と

の
逆
転
の
発
想
で
生
み
出
し
た
の

が
、
冒
頭
の
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
で
す
。
自
宅
で
家
族
と
の

朝
食
を
終
え
、
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

自
宅
内
の
オ
フ
ィ
ス
に
移
動
し
、
パ

ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
れ
ば
、
一
瞬
に

し
て
同
僚
や
先
輩
、
後
輩
が
い
る
会

社
の
扉
を
開
き
、
出
社
と
な
る
の
で

す
。進

行
性
の
難
病
で
、
次
第
に
身
体

の
自
由
が
き
か
な
く
な
っ
て
も
、
た

と
え
自
由
に
な
る
の
が
小
指
１
本
で

も
、
そ
の
指
１
本
で
会
社
と
そ
し
て

社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
家

族
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
で
す
。
異
を
唱
え
る
こ
と
の
意

義
を
強
く
感
じ
ま
す
。

星
川
安
之

参
考　

日
本
経
済
新
聞
６
月
１
日
夕
刊

「
モ
ノ
ご
こ
ろ
、
ヒ
ト
語
り
」

　
「
自
宅
が
職
場
、
障
壁
を
超
え
る
」

在宅勤務という働き方

在宅勤務の様子（写真上）
ワークウェルコミュニケータ（同下）
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東
京
・
茗
荷
谷
に
あ
る
東
京
都

障
害
者
Ｉ
Ｔ
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、障
害
の
あ
る
人
が
社
会
参
加

を
し
や
す
く
な
る
パ
ソ
コ
ン
、タ
ブ

レ
ッ
ト
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
Ｉ
Ｔ

の
機
器
や
ソ
フ
ト
約
２
０
０
種
類
が

所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。展
示
品

は
、各
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

「
見
る
こ
と
を
支
援
す
る
」、「
入
力

す
る
こ
と
を
支
援
す
る
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
」に
分
か

れ
て
い
ま
す
。各
分
野
の
機
器
や
ソ

フ
ト
は
、最
新
版
だ
け
で
な
く
、長
く

需
要
の
あ
る
も
の
も
並
ん
で
い
る
た

め
、Ｉ
Ｔ
が
日
進
月
歩
で
進
化
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、今
は
な
い
機

器
や
技
術
で
も
近
い
将
来
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
え
る
空
間
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、キ
ー
ボ
ー

ド
で
文
字
入
力
し
合
成
音
声
を
出
せ

る
従
来
の
固
定
型
の
専
用
機
の
要
素

は
、持
ち
運
び
可
能
な
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
と
し
て
入
れ
て

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
な

ど
は
ニ
ー
ズ
が
叶
っ
た
一
例
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
宅
勤
務
で

あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
た
め
の
機

器
や
ソ
フ
ト
の
情
報
も
充
実
す
る
と

共
に
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
践
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
ロ
ボ
ッ

ト
と
書
か
れ
た
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の

ポ
ー
ル
に
は
約
１
６
０
セ
ン
チ
の
高

さ
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ

て
お
り
、自
宅
勤
務
の
人
が
操
作
し
、

来
場
者
へ
機
器
の
説
明
を
行
い
職
員

の
一
員
と
し
て
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
。同
セ
ン
タ
ー
の
堀ほ
り
ご
め込

真ま

り

こ
理
子

セ
ン
タ
ー
長
は
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕

事
を
す
る
在
宅
勤
務
の
彼
と
の
仕

事
は
、
彼
が
実
際
に
事
務
所
に
い
る

感
覚
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

以
前
Ｉ
Ｔ
機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
務

し
て
い
た
堀
込
さ
ん
は
、障
害
者
の

就
労
を
支
援
す
る
東
京
コ
ロ
ニ
ー
に

転
職
、
同
コ
ロ
ニ
ー
が
、
こ
の
セ
ン

タ
ー
の
運
営
事
業
を
東
京
都
か
ら
受

託
し
た
２
０
０
４
年
11
月
か
ら
担
当

に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

堀
込
さ
ん
は
、こ
の
15
年
で
障
害

の
あ
る
人
が
使
え
る
機
器
や
ソ
フ
ト

が
増
え
て
き
た
こ
と
、し
か
も
そ
れ

ら
の
多
く
が
障
害
者
専
用
の
機
器
で

は
な
く
、一
般
の
機
器
や
ソ
フ
ト
に
そ

の
工
夫
が
組
み
込
ま
れ
て
き
た
こ
と

を
実
感
す
る
と
共
に
、入
手
し
や
す

く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
と
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
需
要
の
高
ま
り
と

比
例
し
て
、当
初
多
か
っ
た
視
覚
障

害
や
肢
体
不
自
由
の
障
害
関
連
の
相

談
に
加
え
、
発
達
障
害
、
重
複
障
害

や
分
類
が
難
し
い
疾
病
の
方
々
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。

多
様
な
機
器
や
ソ
フ
ト
と
、多
様

な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
人
達
を
結
ぶ
同
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
、ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、「
結
ぶ
場
」の
１
つ
と
し

て
30
種
類
の
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
有
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
カ
フ
ェ
で
実
施
し

て
い
ま
す
。講
師
で
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
で
、そ
れ
ぞ
れ
２

時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
、ネ
ッ

ト
で
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
講
義
は
、障
害
の
あ
る
人
は
無

料
で
受
講
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、セ
ン

タ
ー
で
は
、福
祉
用
具
の
給
付
事
業

を
行
う
東
京
都
の
市
区
町
村
に
希
望

を
聞
き
、毎
年
出
前
で
Ｉ
Ｔ
機
器
や
ソ

フ
ト
の
講
習
会
を
開
く
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
の
事
業
に
携
わ
る
職
員
の
情
報

や
知
識
を
増
や
し
て
い
る
の
で
す
。

「
便
利
グ
ッ
ズ
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

サ
イ
フ
や
手
帳
な
ど
に
付
け
て
お
く

だ
け
で
、
そ
れ
ら
を
無
く
し
た
時
、

そ
の
場
所
を
ス
マ
ホ
で
知
ら
せ
て
く

れ
る
優
れ
モ
ノ
が
あ
る
こ
と
も
、堀

込
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
機
器
や
ソ
フ
ト
は
、必
要
な

人
に
必
要
な
も
の
を
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
一
番
重
要
と
、同
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
思
っ
た
次
第
で
す
。

星
川
安
之

東京都障害者 IT 地域支援センター

テレワークロボット（写真上）
コミュニケーション支援技術（同下）
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
と
聞
い
て
、

ど
ん
な
農
園
を
思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
？
「
そ
れ
は
、
働
く
個
人

ご
と
に
役
割
を
持
ち
、
人
と
の
繋
が

り
の
中
で
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
仕
事

を
し
な
が
ら
経
営
を
発
展
さ
せ
て
い

く
農
園
で
す
」
と
、
京
丸
園（
株
）の

鈴す
ず
き木
厚あ
つ
し志
社
長
が
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

京
丸
園
（
株
）

鈴
木
社
長
が
13
代
目
の
代
表
を

務
め
る
こ
の
農
園
は
、
４
０
０
年
を

超
え
る
歴
史
あ
る
農
園
で
す
。
主

な
作
物
は
、「
姫
ね
ぎ
」（
お
寿
司
屋

さ
ん
で
は
「
芽
ね
ぎ
」）と
「
姫
み
つ

ば
」
で
す
。
11
代
目
ま
で
畑
作
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
代
目

の
先
代
が
水
耕
栽
培
や
ア
イ
ガ
モ
農

法
に
取
り
組
み
「
進
化
す
る
農
園
」

の
素
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
13

代
目
の
鈴
木
社
長
は
、
農
園
に
さ

ら
な
る
広
が
り
を
持
た
せ
る
た
め
、

２
０
０
４
年
こ
の
農
園
を
株
式
会
社

に
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
化
し
た
目

的
に
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
」
の

実
現
と
継
続
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

京
丸
園
は
、
現
在
４
つ
の
部
門
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
経
理
、
労
務
、

営
業
を
行
う
「
総
務
部
」、「
水
耕
部
」、

そ
し
て
３
つ
め
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農

園
を
核
と
す
る
京
丸
園
な
ら
で
は
の

部
門
、「
心
耕
部
」
で
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
京
丸
園
に
入
社

す
る
と
ま
ず
こ
の
部
署
に
配
属
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
部
署
で
は
、
配

属
さ
れ
た
社
員
に
向
か
っ
て
「
こ
の

仕
事
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
う
代

わ
り
に
、「
あ
な
た
は
ど
ん
な
働
き
方

が
し
た
い
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ま
す
。

そ
し
て
「
心
耕
部
」
が
そ
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、
会
社
の
仕
組
み
や

使
用
す
る
道
具
や
機
器
を
変
え
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
は
「
入
社
し
た
障
害

の
あ
る
社
員
が
要
望
を
し
た
こ
と
は
、

会
社
全
体
で
実
現
し
て
い
く
」
こ
と

が
社
長
は
じ
め
全
社
員
の
確
固
た
る

モ
ッ
ト
ー
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

き
っ
か
け

京
丸
園
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
に

な
っ
て
い
っ
た
経
緯
と
、
鈴
木
社
長

の
思
考
の
変
化
は
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
京
丸
園
で
は
10
代
か
ら
80
代

の
従
業
員
１
０
０
名（
障
害
の
あ
る
従

業
員
25
名
）が
一
丸
と
な
っ
て
働
い
て

い
ま
す
が
、
約
25
年
前
ま
で
は
、
家

族
10
人
前
後
の
農
園
で
し
た
。
そ
の

頃
、
近
く
に
あ
る
養
護
学
校（
現 

特

別
支
援
学
校
）の
先
生
が
、
京
丸
園
を

訪
ね
て
き
て
、「
う
ち
の
学
校
の
生
徒

を
や
と
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
社

長
は
そ
れ
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人
と

の
接
点
が
な
か
っ
た
た
め
、
何
と
言
っ

て
断
ろ
う
か
と
考
え
た
末
、
芽
ね
ぎ

の
栽
培
の
過
程
を
先
生
に
見
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
横
25
セ
ン
チ
、高
さ
、

奥
行
き
共
に
２
セ
ン
チ
の
横
長
の
ス

ポ
ン
ジ
に
20
本
ほ
ど
植
わ
っ
て
い
る

芽
ね
ぎ
を
、
ス
ポ
ン
ジ
ご
と
移
し
か

え
る
作
業
は
、
ス
ポ
ン
ジ
の
底
の
部

分
を
手
で
７
～
８
回
抑
え
な
が
ら
新

た
な
場
所
に
お
さ
め
る
と
い
う
職
人

技
が
必
要
な
作
業
で
す
。
そ
れ
を
、

鈴
木
社
長
は
先
生
に
や
っ
て
見
せ
ま

し
た
。
見
せ
お
わ
る
と
先
生
は
鈴
木

社
長
の
思
わ
く
ど
お
り
、「
こ
れ
は
う

ち
の
生
徒
に
は
無
理
で
す
ね
…
」
と
、

「
…
」
を
残
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

先
生
が
、
再
度
京
丸
園
を
訪
れ
た
の

は
１
週
間
後
の
こ
と
。
下
敷
き
を
う

ち
わ
の
よ
う
に
使
い
な
が
ら
、「
こ
れ
、

使
え
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
と
、
先
生

進化し続けるユニバーサル農園 京丸園

水耕栽培のスポンジ（写真上）
スポンジを埋め込む板（同下）
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は
そ
の
下
敷
き
を
使
っ
て
、
先
週
見

せ
た
職
人
の
作
業
を
１
回
で
や
っ
て

の
け
た
の
で
す
。

驚
き
ま
し
た
！
と
鈴
木
社
長
。
こ

れ
が
、
障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る

は
じ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
二
つ
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
他
の
従
業
員
が
「
一

緒
に
働
き
た
く
な
い
」
と
言
い
出
し

は
し
な
い
か
。
も
う
一
つ
が
、
障
害

の
あ
る
彼
ら
に
い
じ
わ
る
を
し
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
余
計
な

心
配
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か

り
ま
し
た
。
従
業
員
は
、
障
害
の
あ

る
従
業
員
が
、
何
が
で
き
、
何
が
苦

手
か
を
す
ぐ
さ
ま
知
り
、
苦
手
な
こ

と
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

こ
ら
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
て
く
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
一
切
、
鈴
木

社
長
が
指
示
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
空
気
は
会
社
を
温
か
く

し
、
さ
ら
に
そ
の
温
か
さ
は
作
業
効

率
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

虫
ト
レ
ー
ラ
ー

京
丸
園
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「『
人

に
仕
事
』
を
合
わ
せ
る
」
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
工

夫
が
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
「
虫
ト
レ
ー
ラ
ー
」
の
開
発
の

い
き
さ
つ
を
、
鈴
木
社
長
が
共
用
品

推
進
機
構
の
機
関
誌
「
イ
ン
ク
ル
94

号（
２
０
１
５
年
１
月
発
行
）」
で

紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
彼
女
は
、
特
別
支
援
学
校
を
卒

業
し
農
園
で
働
く
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
が
、
あ
て
に
し
て
い
た
仕
事
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

ほ
う
き
と
ち
り
と
り
を
手
渡
し
ハ
ウ

ス
内
の
掃
除
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
は
決
し
て
速
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
と
て
も
丁
寧
に
掃

除
を
し
、
草
が
あ
れ
ば
取
り
除
い
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
、
農
場
職
員

か
ら
ハ
ウ
ス
の
様
子
が
変
わ
っ
て
き

た
と
報
告
が
入
り
ま
し
た
。
彼
女
の

掃
除
の
お
蔭
で
ハ
ウ
ス
内
に
草
が
無

く
な
り
、
害
虫
が
少
な
く
な
っ
て
農

薬
散
布
の
回
数
が
減
っ
た
と
い
う
の

で
す
。

農
業
で
一
番
つ
ら
い
仕
事
、
農
薬

散
布
が
丁
寧
な
掃
除
に
よ
っ
て
軽
減

さ
れ
ま
し
た
。
ほ
う
き
一
本
で
農
薬

の
回
数
が
減
る
の
で
あ
れ
ば
、
掃
除

機
で
虫
を
直
接
捕
ま
え
れ
ば
も
っ
と

農
薬
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と

意
見
が
出
て
、「
虫
ト
レ
ー
ラ
ー
」

を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
の
虫
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
作
業
ス

ピ
ー
ド
が
ゆ
っ
く
り
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
虫
が
捕
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
動

作
が
ゆ
っ
く
り
の
障
害
の
あ
る
人
に

お
願
い
し
た
い
仕
事
と
な
る
わ
け
で

す
。
安
全
安
心
の
農
産
物
を
食
べ
て

い
た
だ
く
お
客
様
、
大
変
な
農
薬

散
布
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
私
達
。

ゆ
っ
く
り
作
業
す
る
と
褒
め
ら
れ
る

障
害
の
あ
る
人
。
み
ん
な
の
笑
顔
が

創
造
さ
れ
た
の
で
す
。

作
業
に
人
を
当
て
は
め
る
の
で
は

な
く
、
人
に
合
わ
せ
て
作
業
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て

非
効
率
で
は
な
い
こ
と
が
一
つ
証
明

さ
れ
ま
し
た
。」

さ
い
ご
に

京
丸
園
は
２
０
０
７
年
、「
ア
ジ

ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
、
中
間

年
記
念
障
害
者
関
係
功
労
者 

内
閣

総
理
大
臣
表
彰
」、
本
年
11
月
に
は

「
２
０
１
９
年
度
農
林
水
産
祭
天
皇

杯
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
障
害

の
あ
る
人
と
の
「
共
働
」
の
た
め
の

創
意
工
夫
、
そ
の
継
続
を
、
目
の
当

た
り
に
す
る
と
共
に
笑
顔
の
絶
え
な

い
京
丸
園
と
い
う
空
間
と
空
気
に
、

今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
暖
か

な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
お
土
産
に
い
た
だ
い
た
芽
ね

ぎ
の
お
い
し
さ
が
、
さ
ら
に
格
別

だ
っ
た
こ
と
を
、
最
後
に
お
伝
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

星
川
安
之

虫トレーラー
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は
じ
め
に

（
株
）
特
殊
衣
料
は
、
北
海
道
で
、

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
事
業
を
行
う
た
め

に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
す
。
創
業

40
年
現
在（
２
０
１
９
年
12
月
）
の

従
業
員
数
は
、
パ
ー
ト
を
含
め
て

１
７
２
名
。
そ
の
内
、
知
的
障
害
者

25
名
、
身
体
障
害
者
２
名
、
聴
覚
障

害
者
１
名
、
精
神
障
害
者
１
名
、
引

き
こ
も
り
だ
っ
た
人
４
名
、
60
歳
以

上
の
人
45
名
で
す
。

同
社
は
、
新
た
な
モ
ノ
を
作
っ
た

り
、
改
良
し
た
り
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
リ
ネ
ン
類
の

綻
ん
だ
と
こ
ろ
を
直
す
人
と
ミ
シ
ン

が
あ
り
、
こ
の
技
術
で
、
ニ
ー
ズ
は

少
な
い
け
れ
ど
も
そ
の
人
に
と
っ
て

必
要
な
、
既
成
品
に
は
な
い
仕
様
の

モ
ノ
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

代
表
的
な
製
品

お
子
さ
ん
に
て
ん
か
ん
が
あ
る
親

御
さ
ん
の
要
望
か
ら
、
軽
く
て
通
気

性
が
あ
り
、
洗
え
る
「
保
護
帽
」
を

開
発
し
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
衝
撃
緩
衝
材
の
量
や
場
所
の
調

整
を
し
、
日
常
使
い
が
で
き
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
「
ア
ボ
ネ
ッ

ト
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
ま
な
び
体
」
と
い
う
疑

似
体
験
セ
ッ
ト
も
評
判
を
呼
ん
で
い

ま
す
。
人
気
製
品
で
す
。
付
属
の
利

用
案
内
ビ
デ
オ
を
見
れ
ば
、
専
門
的

な
知
識
が
な
く
て
も
体
験
で
き
ま

す
。
現
在
で
は
片
マ
ヒ
体
験
用
と
高

齢
者
体
験
用
の
２
タ
イ
プ
が
ロ
ン
グ

ラ
ン
製
品
で
す
。

と
も
に
は
た
ら
く
た
め
の
工
夫

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
特
殊

衣
料
の
従
業
員
は
パ
ー
ト
も
含
め
て

１
７
２
名
、
そ
の
う
ち
29
名
が
障
害

の
あ
る
人
で
す
が
、
こ
の
人
数
は
国

が
定
め
た
障
害
者
の
法
定
雇
用
率

（
民
間
企
業
２
・
２
％
）を
は
る
か
に

超
え
て
お
り（
26
・
38
％
）、
し
か

も
そ
の
人
た
ち
の
定
着
率
は
高
く
、

戦
力
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
す
。

障
害
の
あ
る
人
と
一
緒
に
働
く
一

つ
目
の
工
夫
は
、『
と
も
に
は
た
ら

く
～
知
的
障
が
い
者
と
支
援
者
の
た

め
の
マ
ナ
ー
編
～
』
と
い
う
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
存
在
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

冒
頭
で
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

行
う
の
が
「
仕
事
」
で
あ
り
、「
働

く
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の

重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
工
夫
は
、
障
害
当
事
者

の
働
く
様
子
を
見
な
が
ら
、
困
難
な

仕
事
の
際
は
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が

必
要
か
な
ど
を
丁
寧
に
支
援
す
る

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
積
極
的
に
配
置
す

る
こ
と
で
す
。

三
つ
目
の
工
夫
は
、
１
９
９
６
年

か
ら
は
じ
め
た
保
護
者
が
集
う
「
や

よ
い
会
」
の
存
在
で
す
。
障
害
の
あ

る
従
業
員
の
保
護
者
が
集
ま
る
機
会

を
作
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

は
激
減
し
ま
し
た
。

最
後
の
工
夫
は
、
従
業
員
全
員
に

与
え
ら
れ
て
い
る
、
職
場
改
善
の
提

案
を
誰
も
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

ま
と
め

同
社
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
社
員
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
環

境
や
仕
組
み
を
整
え
、
さ
ら
の
も
っ

と
い
い
仕
組
み
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
常
に
考
え
て
い
る
人
た
ち
で

成
り
立
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
こ
れ

か
ら
先
、
ど
ん
な
輪
が
特

殊
衣
料
か
ら
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
か
、
楽
し
み

で
な
り
ま
せ
ん
。星

川
安
之

チャレンジを支える努力と工夫－特殊衣料－

ともにはたらく マナー編

疑似体験セット「まなび体」
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「
ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
づ
く
り
に
馴
染

め
ず
通
所
で
き
な
く
な
り
、
引
き
こ
も

り
に
戻
る
人
が
い
る
」（
作
業
療
法
士
）、

「
モ
ノ
づ
く
り
な
ら
や
る
気
に
な
る
人

が
い
る
」（
作
業
所
職
員
）、「
作
業
の

前
日
は
楽
し
み
で
、
お
酒
を
飲
ま
ず
に

備
え
る
」（
作
業
者
）、「
納
期
が
重
な

る
と
き
に
補
っ
て
く
れ
る
の
は
心
強

い
」（
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
企
業
）

筆
者
が
日
ご
ろ
勤
め
る
機
械
振
興

協
会
技
術
研
究
所（
東
京
・
東
久
留
米

市
）
は
、
３
次
元
積
層
造
形
装
置（
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
）を
用
い
た
障
害
者
就
労

を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
Ｄ
成
形
は
、
樹

脂
な
ど
を
薄
い
層
で
積
み
あ
げ
て
３
次

元（
３
Ｄ
）の
部
品
を
作
る
技
術
で
す
。

鋳
物
の
中
子（
な
か
ご
）
や
、
流
体
機

械
の
試
作
部
品
を
作
り
ま
す
。

仕
事
の
流
れ
は
、
①
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
な
ど
→
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
企
業
に

部
品
作
成
を
発
注
、
②
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト

企
業
は
、
自
社
の
プ
リ
ン
タ
で
成
形
、

③
②
で
作
業
が
集
中
し
た
と
き
は
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
ト
企
業
→
東
久
留
米
に
あ
る

障
害
者
作
業
所（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
）に
一
部
を（
下
請
け
）発
注
、

④
成
形
は
技
術
研
究
所
の
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
で
行
い（
成
形
に
は
１
日
程
度
必

要
）、
⑤
仕
上
げ
は
作
業
所
の
障
害
者

が
研
究
所
へ
出
向
い
て
行
う
、
と
い
う

手
順
で
す
。

２
０
１
６
年
度
に
は
じ
め
て
累
計
売

上
は
３
０
０
万
円
余
に
な
り
ま
し
た
。

技
術
研
究
所
の
設
備
使
用
料
と
材
料
費

に
３
分
の
１
ず
つ
要
し
、
残
る
３
分
の

１
が
賃
金
に
な
り
ま
す
。

事
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、
地

元
の
東
久
留
米
市
が
技
術
研
究
所
に
、

障
害
者
支
援
で
何
か
で
き
な
い
か
と
持

ち
か
け
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て

研
究
所
は
14
年
に
専
門
家
を
招
い
て
委

員
会
を
設
け
、
先
例
の
見
学
や
試
行
事

業
を
経
て
は
じ
め
ま
し
た
。

事
業
に
は
次
の
関
係
者
が
必
要
で

す
。
①
仕
事
の
発
注
者（
意
義
を
理
解

し
て（
株
）Ｊ
Ｍ
Ｃ
ほ
か
が
仕
事
を
発

注
）、
②
障
害
者
作
業
所（
技
術
研
究

所
近
く
の
事
業
所
数
カ
所
）、
③
作
業

所
側
の
専
門
家（
作
業
療
法
士
が
個
々

の
当
事
者
を
把
握
し
て
研
究
所
へ
派

遣
）、
④
技
術
研
究
所
の
設
備
と
技
術

の
専
門
家（
光
造
形
式
の
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
〈
約
３
千
万
円
〉
は
研
究
所
が
保
有

＋
研
究
所
の
職
員
が
作
業
者
に
合
わ
せ

て
手
順
や
治
具
な
ど
の
作
業
環
境
を
用

意
＋
事
業
全
体
の
枠
組
の
設
計
＋
受
注

〈
仕
事
〉
の
確
保
）、⑤
東
久
留
米
市（
全

体
を
後
方
か
ら
支
援
）、
⑥
専
門
家
の

委
員
会（
事
業
の
立
上
げ
と
そ
の
後
の

運
営
に
つ
い
て
助
言
、
就
労
支
援
事
業

所
、
障
害
者
就
労
、
３
Ｄ
造
形
技
術
の

専
門
家
で
構
成
）で
す
。

技
術
研
究
所
は
19
年
度
に
、
身
体
や

精
神
の
障
害
者
に
加
え
て
知
的
障
害
者

も
作
業
で
き
る
よ
う
に
、
炭
素
の
長
繊

維
を
配
向
で
き
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
〈
約

２
５
０
万
円
〉を
追
加
導
入
し
ま
し
た
。

一
連
の
活
動
は
、
18
年
か
ら
国
際
福
祉

機
器
展（
Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．）に
出
展
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
の
海
老
名
地
域
で
は
、
神
奈

川
県
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所（
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
を
保
有
）
が
中
心
と
な
り
、

地
元
の
障
害
者
作
業
所
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
市
役
所
と
と
も
に
東
久
留
米
の

よ
う
な
取
組
み
を
検
討
中
で
す
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
は
多
く
の
種
類
が

あ
り
、
得
意
な
作
業
も
異
な
り
ま
す
。

取
組
み
が
各
地
に
広
が
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
プ
リ
ン
タ
が
揃
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
、
障
害
者
は
地
元
で
働
く
機
会

が
で
き
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
坂
本
将
也
「
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
を
活
用
し
た
障
害
者
就
労
支
援
」

日
本
生
活
支
援
工
学
会
誌 Vol.18 

N
o.1 2018

を
ご
覧
下
さ
い
。）

キーワードで考える共用品講座第１１４講
「共に働く―３Ｄプリンタ成形の仕上げ―」

（一財）機械振興協会 副会長 技術研究所長・日本福祉大学客員教授　後
ご と う

藤芳
よしかず

一

国際福祉機器展で紹介（2019 年９月 26 日）

作業の様子（仕上げ面（赤色）をタブレットに表示）



2020.1.25 10

インクル  第124号

学
園
祭
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
？

皆
さ
ん
は
学
園
祭
に
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
？
学

生
が
模
擬
店
や
発
表
を
し
て
賑
わ
っ

て
い
る
と
い
う
華
や
か
な
面
が
あ
る

一
方
、学
生
主
体
で
あ
る
が
故
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
は
か
け
離
れ
た
イ
ベ

ン
ト
、そ
ん
な
印
象
を
持
た
れ
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
の
学
園
祭
、通
称
早

稲
田
祭
は
約
６
０
０
人
の
学
生
で

運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。毎
年
約

18
万
人
も
の
方
が
早
稲
田
祭
を
訪

れ
、来
場
者
の
中
に
は
障
害
を
持
っ

た
方
や
高
齢
者
の
方
も
多
く
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。早
稲
田
祭
運
営

ス
タ
ッ
フ
は
、ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
た

方
も
含
め
、全
て
の
来
場
者
が
学
園

祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
た
め
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

早
稲
田
祭
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
活
動

早
稲
田
祭
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
活
動

は
主
に
２
つ
の
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
１
点
目
は
情
報
で
す
。
視

覚
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
企
画
や

屋
台
の
詳
細
を
大
き
な
文
字
で
写
真

付
き
で
紹
介
し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ブ
ッ
ク
」
や
、
大
学
構
内
の
地
図
を

点
字
に
訳
し
た
「
触
知
案
内
図
」。ま

た
、多
目
的
ト
イ
レ
の
位
置
な
ど
大

学
構
内
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

情
報
を
ま
と
め
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
」な
ど
様
々
な
案
内
情
報
媒

体
を
作
成
し
ま
し
た
。

２
点
目
は
サ
ポ
ー
ト
で
す
。混
み

合
う
会
場
内
を
自
力
で
回
る
こ
と
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、運
営
ス
タ
ッ

フ
が
来
場
者
に
付
き
添
っ
て
早
稲
田

祭
を
ま
わ
る
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
」を
行

な
っ
て
い
ま
す
。行
き
た
い
場
所
や

食
べ
た
い
も
の
を
一
緒
に
考
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、混
雑
し
た
飲
食
屋

台
に
並
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
購

入
の
代
行
や
、車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
連
れ
た
方
に
は
専
用
の
ス
テ
ー
ジ

鑑
賞
エ
リ
ア
を
案
内
し
ま
す
。帰
り

に
は
駅
や
バ
ス
停
ま
で
の
送
迎
を
行

う
な
ど
、こ
れ
ら
の
様
々
な
サ
ポ
ー

ト
を
利
用
し
な
が
ら
、来
場
者
が
最

後
ま
で
不
自
由
な
く
祭
を
楽
し
む
た

め
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
内
の
手
話
サ
ー
ク
ル
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
学
生
に

協
力
を
依
頼
し
、聴
覚
障
害
の
方
へ

の
手
話
対
応
や
、車
椅
子
の
介
助
な

ど
サ
ポ
ー
ト
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
思
い

私
が
こ
の
活
動
に
携
わ
り
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
幼
少
期
に
あ
り

ま
す
。幼
い
こ
ろ
卵
の
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
っ
て
い
た
私
は
、近
所
の
祭
り
に

行
っ
た
際
に
は
お
店
に
必
ず
、食
べ
物

に
卵
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
聞
い
て

い
ま
し
た
。そ
の
度
に
店
の
方
が
慌
て

て
確
認
し
に
行
っ
た
り
、他
の
お
客
さ

ん
を
待
た
せ
て
し
ま
い
、な
ん
だ
か
申

し
訳
な
い
気
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
生
に
な
り
、ふ
と
あ
の
頃
の
自
分

を
思
い
出
す
と
、ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
何
も
悪
い
こ
と
で
は

な
い
の
に
、自
分
が
申
し
訳
な
く
思

う
の
は
お
か
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
経
験
か
ら
、ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
た
人
で
も
周
り
と
同
じ

よ
う
に
祭
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境

作
り
が
し
た
い
と
思
い
、学
園
祭
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま

し
た
。今
年
は
約
20
名
の
方
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
利
用
者
か
ら
は
「
１

人
で
回
る
よ
り
も
ず
っ
と
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
り
と
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
活
動
が
来
場
者
の
支

え
と
な
っ
て
い
る
実
感
を
得
ま
し
た
。

今
後
も
誰
も
が
楽
し
め
る
学
園
祭
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

早稲田祭とバリアフリー
早稲田大学３年　安

あ べ

部萌
も な み

菜美

蝕知案内図

バリアフリー対応の様子
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毎
年
６
月
、中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
イ
ベ
ン
ト
「
ブ
レ
ー
ク
ザ
ウ
ォ
ー

ル
」
の
幕
が
あ
が
る
と
、軽
快
な
リ
ズ
ム

を
自
分
に
引
き
付
け
て
踊
る
３
０
０
名

の
ダ
ン
サ
ー
が
登
場
、圧
巻
の
幕
開
け
で

す
。
ダ
ン
ス
チ
ー
ム「
ラ
ブ
ジ
ャ
ン
ク
ス
」

３
０
０
名
の
年
齢
は
小
学
生
か
ら
40
代

と
異
な
り
ま
す
が
、全
身
で
表
現
す
る

力
強
さ
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
の
共
通
点
は
３
０
０
人
全
て
が
ダ
ウ

ン
症
の
あ
る
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
で
す
。

日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
が
、ダ
ウ
ン
症

の
あ
る
人
自
ら
意
志
や
感
情
を
表
現
す

る
方
法
に
と
考
え
た
の
が
ダ
ン
ス
で
し

た
。
当
時
沖
縄
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

の
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ

た
牧ま
き
の野

ア
ン
ナ
さ
ん
に
相
談
し
た
の
が

19
年
前
の
こ
と
。
そ
の
時
の
こ
と
を
牧

野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。

「
日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
さ
ん
か
ら
、依
頼

を
受
け
、な
ん
の
予
備
知
識
も
な
い
ま
ま
、

は
じ
め
て
会
っ
た
彼
ら
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
に
も
た
く
さ
ん
の

若
者
を
育
て
て
来
ま
し
た
が
、そ
れ
が
ど

こ
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
、見
え
な
く
な
っ

て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン

症
の
あ
る
人
た
ち
と
の
レ
ッ
ス
ン
は
、純
粋

に
音
を
楽
し
み
、純
粋
に
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
、ま
さ
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の

原
点
そ
の
も
の
で
し
た
。
彼
ら
を
助
け
る

つ
も
り
が
、逆
に
彼
ら
か
ら
元
気
を
も
ら

う
毎
日
で
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
ら
の
魅
力
の
と
り
こ
に
な
っ
た
牧
野

さ
ん
は
、関
東
で
ラ
ブ
ジ
ャ
ン
ク
ス
を
立

ち
上
げ
今
で
は
関
東
・
関
西
・
沖
縄
・
北

海
道
で
７
０
０
名
以
上
の
方
が
参
加
す
る

世
界
最
大
級
の
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
人
た
ち

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
度
、こ
の
ラ
ブ
ジ
ャ
ン
ク
ス

と
牧
野
ア
ン
ナ
さ
ん
の
記
録
を
つ
づ
っ
た

書
籍
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。社
会
を
変
え

る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ダ
ン
ス
だ
い
す
き
！
」
か
ら
生
ま
れ

た
奇
跡　

な
か
の
か
お
り
著　

ラ
グ
ー

ナ
出
版　

本
体
：
１
２
０
０
円
＋
税

ダ
ン
ス
だ
い
す
き
！
か
ら
生
ま
れ

た
奇
跡

千
代
田
区
で
は
、
毎
年
12
月
３
～
９

日
の
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、
障
害

に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
障

害
の
あ
る
人
と
一
般
区
民
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
障
害
者
の
方
が

作
成
し
た
作
品
の
展
示
や
区
内
福
祉
施

設
の
広
報
が
、
千
代
田
区
役
所
１
階
の

区
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
開
催
に
向
け
て
、
写
真
パ
ネ

ル
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
競
技

や
障
害
者
ア
ス
リ
ー
ト
の
紹
介
や
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
用
車
い
す
試
乗
体

験
な
ど
の
ほ
か
、
本
年
は
新
た
に
聴
覚

障
害
の
あ
る
少
女
と
孤
立
し
た
少
年
の

交
流
を
描
い
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

「
聲
の
形
」の
上
映
や
、Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
旅
行
体
験
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

共
用
品
推
進
機
構
は
、２
０
１
３
年

か
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
お

り
、
触
っ
て
識
別
で
き
る
シ
ャ
ン
プ
ー

や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー

プ
容
器
な
ど
の
代
表
的
な
共
用
品
の
ほ

か
、
本
年
は
軽
い
力
で
操
作
で
き
る
ダ

ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
や
ホ
チ
キ
ス
、
プ
ッ

シ
ュ
式
で
定
量
が
出
て
く
る
洗
た
く
用

洗
剤
容
器
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
販
売
さ
れ
て
い
る
洋
菓
子
用
の
開

け
や
す
い
容
器
を
加
え
て
展
示
し
ま
し

た
。今

後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
継

続
し
て
出
展
し
、
共
用
品
の
情
報
提
供

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田た
く
ぼ窪
友と
も
か
ず和

令
和
元
年
度
千
代
田
区
障
害
者
理

解
促
進
事
業
（
区
民
ホ
ー
ル
展
示
）

展示の様子

ホールの看板
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東
京
・
豊
洲
の
東
京
ガ
ス「
が
す

て
な
ー
に 

ガ
ス
の
科
学
館（
以
下
、

科
学
館
と
い
う
）」。
暮
ら
し
を
支
え

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
特
長
や
、
こ

れ
か
ら
の
暮
ら
し
・
社
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
体
験
型
展
示
物
を
通
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
施
設
で

す
。
他
県
の
学
校
か
ら
も
、
バ
ス
を

数
台
連
ね
て
子
ど
も
た
ち
が
見
学
に

や
っ
て
き
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
館
内
を
見
学

こ
の
科
学
館
が
、10
月
１
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

共
用
品
推
進
機
構
は
科
学
館
で
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
関
す
る
検
証
に
協
力
し
ま

し
た
。

東
京
ガ
ス
で
は
、
科
学
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
館
内
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
制
作
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
、
建
築
、
色
彩
の
専
門
家
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
作
成
し
、
活
用
し
ま

し
た
。
そ
し
て
今
回
、
車
椅
子
使
用

者
、
杖
使
用
者
、
視
覚
障
害（
弱
視
・

全
盲
）、
聴
覚
障
害（
ろ
う
・
難
聴
）

の
あ
る
人
た
ち
７
名
が
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
見
学
し
ま
し
た
。
各
障

害
当
事
者
１
名
に
つ
き
、
誘
導
係
、

記
録
係
、関
係
者
が
各
々
同
行
し
て
、

科
学
館
内
に
あ
る
35
箇
所
の
コ
ー

ナ
ー
、
設
備
に
つ
い
て
、
良
い
点
、

悪
い
点
、
楽
し
い
か
楽
し
く
な
い
か

を
話
し
な
が
ら
３
～
４
時
間
か
け
て

検
証
を
行
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
が
面
白
い
ん
で
す
よ
！
」

検
証
の
際
、
テ
ー
ブ
ル
の
高
さ
、

音
声
の
使
い
方
、
文
字
表
示
の
高
さ

な
ど
、
障
害
当
事
者
か
ら
意
見
が
挙

が
り
ま
し
た
。
電
動
車
椅
子
の
バ
ッ

テ
リ
ー
充
電
が
で
き
る
と
よ
い
、
と

言
っ
た
意
見
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

科
学
館
の
改
善
点
が
抽
出
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
見
学
か
ら
数
日
後
に
、

こ
の
検
証
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
全
員

で
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
の
と
き
の
コ
メ
ン
ト
と
は
別
に
、

あ
と
で
思
い
つ
い
た
こ
と
や
感
想
も

交
え
て
会
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

東
京
ガ
ス
の
武た
け
し
げ重
旭
あ
き
ら

さ
ん
は
、

弱
視
の
芳は

が賀
優ゆ
う
こ子

さ
ん
と
館
内
を
回

り
ま
し
た
。
そ
の
芳
賀
さ
ん
か
ら
、

「
武
重
さ
ん
は
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
の

説
明
を
始
め
る
前
に
、〝
芳
賀
さ
ん
、

こ
こ
が
面
白
い
ん
で
す
よ
！
〟
っ
て

い
う
か
ら
、
ど
ん
な
内
容
な
の
か
も

わ
か
ら
な
い
の
に
楽
し
く
な
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
よ
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
全
盲
の
加か
と
う藤
満ま

ゆ

み
裕
美
さ

ん
も
「
一
緒
に
い
る
人
が
楽
し
ん
で

い
る
と
自
分
も
楽
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
館
内
を
案

内
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

科
学
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
科
学
館
を
楽

し
い
と
思
っ
て
い
る
と
来
場
者
も
楽

し
め
る
。
改
め
て
、
そ
ん
な
こ
と
も

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

標
準
化
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
同

じ
よ
う
に
楽
し
め
る
こ
と
」。
こ
れ

を
目
標
に
、
２
０
０
５
年
の
愛
知
万

博
か
ら
始
ま
っ
た
当
機
構
の
共
用

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
事
業
は
続

い
て
い
ま
す
。２
０
１
９
年
７
月
に
、

標
準
化
に
関
す
る
法
律
が
工
業
標
準

化
法
か
ら
産
業
標
準
化
法
に
変
わ
り

ま
し
た
。
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
に
関
連

し
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
も
作
成
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
新
し
い
取
組
み
で
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

金か
な
ま
る丸
淳じ
ゅ
ん
こ子

入り口の表示

科学館を見学する子どもたち

検証後の意見交換会

がすてなーに ガスの科学館でバリアフリー検証
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ねりまユニバーサルフェス「第３回みんなのＵＤパーク」
共用品推進機構  個人賛助会員　浅

あ さ わ

和 一
か ず お

雄

２
０
１
９
年
12
月
14
日
に
「
ね
り

ま
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ェ
ス
『
第
３
回

み
ん
な
の
Ｕ
Ｄ
パ
ー
ク（
以
下
、
Ｕ

Ｄ
パ
ー
ク
）』」
が
練
馬
区
立
区
民
・

産
業
プ
ラ
ザ 

コ
コ
ネ
リ
３
階
で
開

催
さ
れ
た
。
私
は
共
用
品
推
進
機
構

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。練

馬
区
で
は
「
ね
り
ま
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
フ
ェ
ス
」
と
い
う
Ｕ
Ｄ
を
テ
ー

マ
と
し
た
８
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の

「
Ｕ
Ｄ
パ
ー
ク
」
は
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
大
ト
リ
と
い
う
大
役
を
果

た
す
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

「
Ｕ
Ｄ
パ
ー
ク
」
の
試
み

「
Ｕ
Ｄ
パ
ー
ク
」
は
「
全
て
の
人
が

楽
し
み
な
が
ら
Ｕ
Ｄ（
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
）を
知
り
、
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
」
を
目
指

し
て
い
る
。「
全
て
の
人
」
と
い
う
の

は
、高
齢
者
も
、子
供
も
、障
害
の
あ

る
人
も
無
い
人
も
、
外
国
人
も
、
妊

婦
も
、子
供
連
れ
の
家
族
も
…
と
に

か
く
「
全
て
の
人
」
に
楽
し
ん
で
貰

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
ん
な
大
そ

れ
た
目
標
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
今

回
で
「
も
う
３
回
目
」
に
な
る
の
だ

が
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
、
こ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
、
今

年
も
い
く
つ
か
の
施
策
が
試
み
ら
れ

た
。そ

の
一
つ
に
、「
プ
レ
Ｕ
Ｄ
パ
ー

ク
」
の
開
催
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
練

馬
区
立
豊
玉
小
学
校
と
南
町
小
学
校

の
４
年
生
の
皆
さ
ん
に
、
２
学
期
を

中
心
に
①
共
用
品（
Ｕ
Ｄ
）を
知
る
、

②
障
害
当
事
者
の
方
と
の
交
流
、
③

体
験
学
習（
高
齢
者
や
妊
婦
の
疑
似

体
験
、
白
杖
で
の
歩
行
体
験
な
ど
）、

④
ま
ち
探
検（
駅
、
図
書
館
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
の
Ｕ
Ｄ
を
知
る
）、
⑤

Ｕ
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
南
町
小
学
校
）

な
ど
を
学
習
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

成
果
を
皆
さ
ん
自
ら
に
発
表
し
て
い

た
だ
く
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

驚
い
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
着
眼
点

の
鋭
さ
と
、
何
よ
り
も
発
表（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）の
見
事
さ
だ
っ

た
。
講
評
さ
れ
た
河か
あ
い相
富ふ

き

こ
貴
子
さ
ん

や
金か
な
ざ
わ澤
茂し
げ
お雄
さ
ん（
二
人
と
も
全
盲
）

も
「
こ
れ
ま
で
不
便
さ
は
努
力
と
工

夫
で
解
決
し
て
き
た
が
、
発
表
を
お

聴
き
し
て
、と
て
も
力
強
く
感
じ
た
」

な
ど
と
大
絶
賛
を
さ
れ
、
発
表
の
最

後
を
締
め
く
く
っ
た
「
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
皆

さ
ん
の
宣
言
に
、
盛
大
な
拍
手
が
贈

ら
れ
た
。

そ
し
て
、本
番
の
「
Ｕ
Ｄ
パ
ー
ク
」

で
も
、
観
覧
す
る
上
で
配
慮
を
希
望

さ
れ
る
方
へ
の
対
応
可
否
一
覧
を
作

成
し
、
障
害
別
に
対
応
が
で
き
て
い

る
か
を
真
摯
に
判
断
し
た
。そ
し
て
、

対
応
が
出
来
て
い
な
い
点
を
出
展
者

の
皆
様
と
も
共
有
し
、
解
決
策
の
検

討
な
ど
を
お
願
い
し
た
。

＊
＊
＊

最
後
に
、
誠
に
勝
手
な
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。「
Ｕ
Ｄ
パ
ー
ク
」
は
確

か
に
「
も
う
３
回
目
」
な
の
で
す
が
、

ご
来
場
の
お
客
様
に
は
、「
ま
だ
３

回
目
だ
か
ら
」
と
い
う
温
か
い
目
で

の
応
援
を
、
引
き
続
き
宜
し
く
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

UD パークでの風船バレー

プレ UD パーク
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「
文
京
つ
な
が
る
メ
ッ
セ
２
０
１
９
」
共
用
品
ブ
ー
ス
３
度
目
の
出
展

２
０
１
９
年
11
月
16
日（
土
）、「
文

京
つ
な
が
る
メ
ッ
セ
２
０
１
９
」
に
３

度
目
と
な
る
共
用
品
の
ブ
ー
ス
出
展
を

し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
共
用
品
推
進
機
構
の
活
動

を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
で
し
た
が
、
今
年
は
一
昨
年
と
同
じ

ブ
ー
ス
出
展
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
子
供
達
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域

の
方
々
に
楽
し
ん
で
共
用
品
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ク
イ
ズ
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
プ
ー
の
き
ざ
み
や
、
ボ
デ
ィ

ソ
ー
プ
印
に
感
激
！

当
日
は
晴
天
で
、
開
場
か
ら
間
も
な

く
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
達
や
、
視
覚

に
障
害
の
あ
る
人
達
が
共
用
品
推
進
機

構
の
ブ
ー
ス
に
も
興
味
を
持
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
供
達
も
、

率
先
し
て
ク
イ
ズ
に
参
加
し
て
く
れ
、

た
く
さ
ん
の
工
夫
を
見
つ
け
る
と
、
友

達
や
家
族
と
笑
い
あ
っ
た
り
教
え
あ
っ

た
り
し
て
、
ブ
ー
ス
は
賑
や
か
な
笑
い

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

主
催
者
と
参
加
者
が
一
致
団
結

来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
中
に
は

普
段
、
点
訳
、
通
訳
、
ガ
イ
ド
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
、「
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
楽
し
い
ブ
ー
ス
ね
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
弊
機
構

が
作
成
し
た
「
か
し
わ
餅
の
表
紙
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
も
大
好
評
で
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
共
用
品
の
工
夫
に
感
心
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
達
も
出
展
さ
れ
て

い
る
団
体
の
話
を
聞
い
た
り
、
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
出
展
に
際
し
て
は
、
文
京
区
社

会
福
祉
協
議
会
文
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
よ
り
細
や
か
な
配

慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
に
お
け

る
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域

の
方
々
と
共
に
協
力
し
て
行
う
こ
と
が

大
事
で
す
が
、
職
員
の
方
の
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
、
私
た
ち
も
も
っ
と
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
継
続
し
て
出
展
し
、
情
報
発

信
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

森も
り
か
わ川
美み

わ和

か
し
わ
餅
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w

w
w
.kyoyoh

in
.org

/ja/

kyoyohin/about_kyoyohin.php

当日の様子
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一
昨
年
、大
阪
で
行
わ
れ
た
表
皮
水
疱

症
友
の
会（D

ebRA Japan

）
主
催
の
全

国
交
流
会
に
お
い
て
、２
つ
の
家
族
に
贈

ら
れ
た
の
が
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
。

明
る
い
ピ
ン
ク
色
で
特
製
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
開
け
る
と
、
皮
膚
に
優
し
い
身
の
回
り

の
モ
ノ
、口
腔
ケ
ア
や
入
浴
時
に
便
利
な

モ
ノ
、皮
膚
ケ
ア
に
必
要
な
モ
ノ
、
知
育

玩
具
な
ど
が
12
点
入
っ
て
い
た
。
受
け
取

る
二
組
の
家
族
に
笑
み
が
浮
ん
だ
。表
皮

水
疱
症（
Ｅ
Ｂ
）は
、少
し
の
刺
激
や
摩
擦

で
、全
身
の
皮
膚
や
粘
膜
が
容
易
に
剥
が

れ
、水
泡（
み
ず
ぶ
く
れ
）や
び
ら
ん（
た

だ
れ
）が
繰
返
し
で
き
る
遺
伝
性
の
難
病

で
現
在
、完
治
す
る
治
療
法
は
な
い
。

日
本
で
は
希
少
難
病
に
指
定
さ
れ
、患

者
数
は
１
０
０
０
人
か
ら
２
０
０
０
人
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
同
会
の
代
表
で
あ
り

設
立
者
で
も
あ
る
宮み

や
も
と本
恵け

い
こ子
さ
ん
は
17
年

前
、表
皮
水
疱
症
と
診
断
さ
れ
た
。
毎
日

が
工
夫
の
連
続
だ
っ
た
。
肌
を
傷
め
な
い

衣
服
を
探
す
、皮
膚
に
負
担
の
な
い
操
作

部
の
つ
い
た
日
用
品
を
探
す
、
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
表
皮
水
疱
症
の
専
門
医
は
、

日
本
に
３
人
し
か
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

皮
膚
科
に
行
っ
て
も
、日
常
生
活
で
の
不

便
さ
や
、ま
し
て
そ
の
不
便
さ
を
解
決
し

て
い
る
モ
ノ
が
ど
れ
か
を
把
握
し
て
い

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
交
流
会
を
通
じ
て
、家
族
、

本
人
に
も
協
力
を
依
頼
し
、皮
膚
に
優
し

い
モ
ノ
の
情
報
を
集
め
、一
方
で
様
々
な

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
を
求
め
た
。
そ
ん
な

経
過
で
、表
皮
水
疱
症
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん

に
適
し
た
誕
生
祝
福
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

実
現
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、本
当
の
ス
タ
ー
ト
は
こ
れ
か

ら
で
あ
る
。
家
族
が
こ
の
会
を
知
る
方

法
、モ
ノ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す

こ
と
、
そ
し
て
、
他
の
難
病
へ
の
波
及
な

ど
、多
く
の
人
の
情
報
共
有
が
望
ま
れ
る
。

星
川
安
之

ハ
ッ
ピ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ

令
和
元
年
10
月
８
日
に
、弊
機
構
職
員

金
丸
淳
子
が
、「
産
業
標
準
化
功
労
者
表

彰（
産
業
技
術
環
境
局
長
表
彰
）」を
受
賞

し
ま
し
た
。

「
産
業
技
術
環
境
局
長
表
彰
」は
、我
が

国
に
お
け
る
国
際
標
準
化
・
産
業
標
準
化

活
動
の
発
展
、我
が
国
の
国
際
標
準
化
を

推
進
す
る
た
め
の
規
格
の
作
成
等
の
活
動

に
寄
与
し
て
お
り
、
か
つ
、
今
後
と
も
継

続
的
に
同
分
野
に
お
け
る
活
躍
が
期
待
で

き
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
金
丸
が
受
賞
し
た「
産
業
標

準
化
功
労
者
表
彰
」は
、「
産
業
技
術
環
境

局
長
表
彰
」の
中
で
も
、産
業
標
準

化
制
度
、
適
合
性
評
価
制
度
の
発

展
及
び
活
性
化
、普
及
・
啓
発
、教

育
・
研
究
等
に
寄
与
し
、
他
の
模

範
と
な
る
功
績
を
残
し
た
と
認
め

ら
れ
る
企
業
、
団
体
、
大
学
等
の

職
員
・
研
究
者
等
の
方
及
び
組
織

等
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
個
人
の

部
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
10
年
以
上
に
亘
り
、

日
本
産
業
標
準
調
査
会（
産
業
標

弊
機
構
職
員
金
丸
淳
子
が
令
和
元
年
度

産
業
標
準
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

準
化
法
に
基
づ
い
て
経
済
産
業
省
に
設
置

さ
れ
て
い
る
審
議
会
で
、産
業
標
準
化
全

般
に
関
す
る
調
査
・
審
議
を
行
っ
て
い
る

〈
Ｊジ

ス

ク

Ｉ
Ｓ
Ｃ
〉）に
お
い
て
、高
齢
者
、障
害

者
に
関
す
る
調
査
実
績
に
よ
る
知
見
を
基

に
、当
該
分
野
の
規
格
等
の
開
発
に
貢
献

し
、Ｊ
Ｉ
Ｓ
法
改
正
に
伴
い
日
本
規
格
協

会
内
に
設
置
さ
れ
た
、サ
ー
ビ
ス
分
野
の

委
員
会
に
お
い
て
も
、委
員
と
し
て
活
動

し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、こ
れ
ま
で
の
功
績
を

称
え
る
と
共
に
、今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。本
誌
に
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、ご
報
告

致
し
ま
す
。

森
川
美
和表彰式の様子

ハッピーパッケージ
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子供たちに伝えること 【事務局長だより】
星川安之

【イベント】
文京つながるメッセ（11 月 16 日）
千代田区障害者週間展示（12 月３～ 10 日）
練馬区「プレ UD パーク」（12 月 13 日）
練馬区「みんなの UD パーク」出展（12 月 14 日）

【講義・講演】
共用品授業 特別支援教育総合研究所（11 月 7 日、森川）
共用品授業 川崎市立橘中学校（11 月８日、森川）
千代田区講演会（11 月 11 日、星川）
共用品授業 長野県丸子修学館高等学校（11 月 14 日、田窪）
共用品授業 埼玉県正智深谷高等学校（11 月 20 日、田窪）
共用品講演 全難聴大会（11 月 23 日、星川）

共用品講座 日本工業大学（11 月 26 日、星川）
共用品講演 大和リース（11 月 28 日、12 月２日、星川）
共用品講座 日本福祉大学スクーリング（11 月 30 日、12 月
１日、星川・森川）
共用品授業 練馬区豊玉小学校（12 月６日、森川）
共用品授業 学習院女子大学「ボランティア演習」（12 月 16
日、森川）

【報道】
時事通信社 厚生福祉 （10 月 29 日）こころの目線を合わせる
時事通信社 厚生福祉 （12 月３日）白いルービックキューブ
トイジャーナル 12月号 バリアフリー演劇結社ばっかりばっかり
福祉介護テクノプラス 12 月号 特殊衣料

共用品通信

昨年 11 月、東京杉並区で行われた「すぎなみフェスタ」
では、「杉並で見つけた良かったこと調査」の結果をイラス
トにしパネルで紹介するコーナーが設置されました。調査結
果に加えて「あなたが街で見つけた良かったことを教えてく
ださい」の問いかけと共にポストイットを用意したところ、

「目の不自由な人が階段を使用していた時、通行人が声をか
け手をさしのべていた」、「銀行の ATM コーナーで、杖をつ
いた人がカードを出せなくて後ろに列ができたが、次の方が

『ゆっくりで大丈夫ですよ』と声をかけていた」など多くの
声が子供たちから寄せられました。

電車に座って文庫本を小型のルーペで読んでいた芳
は が

賀優
ゆ う こ

子
さんの右隣で、小学３～４年の男の子がそのまた右隣りのお
父さんに「お父さん、あれなに？あれなに？」。そのお父さん
が一言「おばさんに聞いてみたら？」。その会話を聞いていた
芳賀さんは「坊や、これのこと？」とルーペと文庫本を渡すと、
彼は「字がでかい！」、次に自分の手のひらを見ると「汚った
な～い！」と興奮、知らないことを知った喜びが芳賀さんに
伝わり会話に発展。降りる駅が同じ駅と知った男の子は駅に
着くなり、芳賀さんの手をとり車内からホームへ、ホームか
ら階段、階段から改札口まで楽しそうに誘導していったとの
こと。改札口で「またね！」と芳賀さんに挨拶する男の子の
後ろでお父さんが「知らないことをおしえてくださってありが
とうございました」と弱視の芳賀さんに伝えたそうです。

電車のおもちゃ「プラレール」（タカラ
トミー）は、昭和 34 年に発売されました。
曲線のレールを８本つなげると当時、多
くの家庭にあった「ちゃぶ台」に収まる
大きさで、それは今も変わっていないた
め、今でも当時のレールと繋ぎ合わせて
遊ぶことができます。その後、駅、踏切、
鉄橋、立体交差、トンネル、橋などが部品として加わり、遊
びの世界をひろげています。さらに最近のプラレールの電車
のホームには黄色の点字ブロックや、ホームドアが付き、共
生社会にむけて社会の取り組みが反映されているのです。

また昭和 42 年に販売がはじまった「リカちゃん」人形の
シリーズの「チャイムでピンポーン♪かぞくでゆったりさん」
では、お風呂のセットの中にあるシャンプー容器の側面に、

「共用品」の代名詞ともなっている触ってリンス容器と識別
するための「ギザギザ」が付いているのです。このギザギザ
の工夫は、約 30 年前に花王（株）から始まり、現在、ほぼ
すべてのシャンプーに反映されています。

全ての人が暮らしやすい共生社会の実現には、多くの人が
知り、考え、行動することが重要です。その最初のきっかけ
である「知る」ための情報を提供することは今、共生社会に
向けて活動している全ての大人たちが行えることではと、今
回紹介したモノやコトを知って思った次第です。
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本誌の全部または一部を視覚障害者やこのままの形では利用
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